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巻頭言 

               変革を恐れず，未来を創る 

 

 

 

 

 

    中部支部支部長 大橋 一也 

名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院 

 

2023 年度より日本放射線技術学会中部支部の支部長を拝命しております，名古屋市立大学医学部附

属みどり市民病院の大橋一也です．会員の皆様には，日頃より学運営にご協力いただき，深く感謝申し上

げます．支部長を拝命してから，時間が許す限り地方支部の学会や研究会に足を運び，オンラインイベン

トもチェックさせて頂いておりますが，各支部に非常に魅力的な企画が多く，中部支部が見習うべき点も多

くありましたので，今後は各地方支部と連携し，会員の皆様の満足度を上げるために，企画運営していきた

いと思います． 

日本放射線技術学会は，医療を取り巻く環境の変化に対応して大きな変革の時を迎えています．放射

線技術の進化，AI の導入，そして人材育成のあり方など，私たちが対応すべき課題は多岐にわたります．

この変革の時代において，私たちは現状維持に甘んじるのではなく，新たな価値を創造し続ける必要があ

ります． 

AI やディープラーニングの進化により，画像診断の分野は飛躍的に発展しています．これに伴い，私た

ちの役割も変わりつつあります．単なる画像撮影技術の向上だけでなく，画像データを活用した診断支援

や，AI との協働による新たな業務フローの確立が求められています．中部支部では，今年度は新たにデ

ータサイエンス研究会を発足し，さらに最新技術の情報共有を目的とした中部支部学術セミナー（シブセ

ミ）を通じて，会員の皆様が時代の変化に適応し，さらなるスキルアップができる環境を整えていきます． 

また，技術革新に対応するためには，優れた人材の育成が不可欠です．特に若手の育成は，私たちの

業界の未来を左右する重要な課題です．中部支部では，若手が積極的に学び，成長できる場を提供する

とともに，ベテランが培ってきた知識と経験を次世代へと継承する仕組みを強化していきます．BLUE-

DOLPHINS セミナー（Basic Level Understanding Education - Delivery Of Lecture Performance & 

Hands-on IN Suzuka）（ブルドル）と若手放射線技師のための研究サポートセミナー（ワカサポ）をメインとし

て，各研究会やハンズオンセミナーを充実させ，経験の浅い技師でも安心してスキルを磨ける環境を整え

てまいります． 

「変革」という言葉は，時に不安を伴うものですが，それは同時に新たな可能性を開くチャンスでもあります．私

たちは変化に適応するだけでなく，自ら変革を生み出し，業界の未来を切り拓く存在でなければなりません．中

部支部では，会員の皆様とともに，学び，成長し，新たな価値を創造する場を提供していきます． 
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第 17 回中部放射線医療技術学術大会（CCRT）のお知らせ 

 

第 17 回中部放射線医療技術学術大会 

第 59 回 公益社団法人 日本放射線技術学会中部支部学術大会 

 副大会長 山﨑 暁夫 

   

開催概要 

 

名 称  第 17 回中部放射線医療技術学術大会 

第 59 回日本放射線技術学会中部支部学術大会 

第 33 回中日本地域放射線技師学術大会 

大会テーマ 「USEFUL FOR TOMORROW’S PRACTICE!」 

会 期  2025 年 11 月 15 日(土)～11 月 16 日(日) オンデマンドは 11 月 23 日～30 日予定 

会 場     鈴鹿医療科学大学千代崎キャンパス 

     三重県鈴鹿市岸岡町 1000−1 

演題募集期間    2025 年 5 月 7 日～8 月 31 日 

大会長     武藤 裕衣 （第 33 回中日本地域放射線技師学術大会 大会長） 

鈴鹿医療科学大学 

副大会長 山﨑 暁夫 （第 59 回日本放射線技術学会中部支部学術大会 大会長）  

三重大学医学部附属病院   

実行委員長 山田 剛   三重大学医学部附属病院 
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2024 年度 中部支部事業報告 

 

1. 第 58 回日本放射線技術学会中部支部学術大会（第 16 回中部放射線医療技術学術大会）を開

催した．  

会期：2024 年 12 月 7 日（土）～8 日（日）  

会場：じゅうろくプラザ（岐阜市）  

参加者：854 名 

 

2. 2024 年度第 1 回支部学術セミナーを開催した．  

会期：2024 年 5 月 25 日（土）  

会場：TKP ガーデンシティ PREMIUM 名古屋駅前 3F ホール 3A ハイブリッド開催 

参加者：現地 28 名，Web78 名  

 

3. 2024 年度 第 2 回支部学術セミナーを開催した．  

会期：2025 年 1 月 11 日（土）  

会場：三重県松阪市 フレックスホテル ハイブリッド開催  

参加者：現地 52 名，Web62 名 

 

4. 2024 年度 CT technical boot camp を開催した．（日本 CT 技術学会共催）  

会期：2024 年 9 月 7 日（土），8 日（日）（予定）  

会場：金大病院 CPD センター 

参加者：32 名 

 

5. 2024 年度 若手放射線技師のための研究サポートセミナーを開催した．  

会期：2024 年 6 月 12 日（水）18：30 ～，6 月 26 日（水）18：30 ～ ， 

12 月 19 日（木）18：30 ～ 

会場：Web 開催  

参加者：13 名  

 

6. 2024 年 若手，学生向けセミナーおよび BLUE-DOLPHINS セミナーを開催した． 

会期：2024 年 7 月 27 日午後 

会場：鈴鹿医療科学大学 

内容：CT と画像のベーシックハンズオンセミナーおよび入会促進事業  

参加者：41 名 

 

7. 第 96 回乳房撮影ガイドライン･精度管理研修会を開催した．  

（教育委員会，撮影部会，NPO 法人日本乳がん検診精度管理中央機構共催）  

会期：2024 年 8 月 17 日（土），18 日（日） 
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会場：名古屋医療センター 

参加者：46 名 ※1 名台風の影響による交通機関の運休により参加出来ず． 

 

8. 支部技術セミナーを開催した．  

1) 第 1 回 技術セミナー 

（【速報企画】能登半島地震 診療放射線技師 DMAT 災害派遣報告会） 

会期：2024 年 4 月 4 日 18 時 30 分より 

会場：Web 開催 

参加者：100 名 

2) 第 2 回 技術セミナー （2024 年度 第 1 回アンギオ研究会セミナー） 

会期：2024 年 5 月 11 日(土) 13：30 ～ 16：40 

会場：Tsudoico 名駅東 Room D ハイブリッド開催 

参加者：301 名 

3) 第 3 回 技術セミナー（第 59 回乳房画像研究会） 

会期：2024 年 6 月 23 日（日） 13：30 ～ 16：20 

会場：富山大学附属病院総合臨床教育センター2F 多目的研修室 ハイブリッド開催 

内容：会員発表，コミュニケーションスキルに関する講演，乳癌診療と画像診断に関する講演 

参加者：110 名 

4) 第 4 回 技術セミナー（CT 研究会東海 最前線報告会） 

会期：2024 年 7 月 4 日 18：30 ～ 20：30 

会場：Web 開催 

参加者:97 名 

5) 第 5 回 技術セミナー（第 8 回 中部支部核医学セミナー） 

会期：2024 年 7 月 28日（日）9：30 ～ 16：30 

会場：岐阜市 じゅうろくプラザ（岐阜市文化産業交流センター） 

内容：統計学の基礎から統計ソフトの使用方法 

参加者：21 名 

6) 第 6 回 技術セミナー（第 83 回 MR 研究会） 

会期：2024 年 8 月 3 日(土) 13：40 ～ 17：00 

会場：石川県立中央病院 3F 会議室 1 

内容：Deep Learning Reco の使いどころ 

参加者:35 名 

7) 第 7 回 技術セミナー（第 50 回 中部支部放射線防護セミナー） 

会期：2024 年 9 月 3 日(火) 19 時より 

会場：Web 開催 

内容：診断透視装置における線量管理の実際と各メーカーの線量低減の取り組みなどについて 

参加者：53 名 

8) 第 8 回 技術セミナー（2024 年度第 1 回中部超音波検査フォーラム）  

会期：2024 年 9 月 21 日（土） 9：00 ～ 16：00 
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会場：金沢医科大学病院 橘ホール（病院中央棟 4F） 

参加者：12 名 

9) 第 9 回 技術セミナー（第 71 回画像研究会）  

会期：2024 年 9 月 28 日（土）14：00 ～ 17：05  

会場：名古屋市立大学病院 中央診療棟 3 階 大ホール  

内容：初歩の画像処理②，最新画像処理の画質評価 

参加者:44 名 

10) 第 10 回 技術セミナー （第 2 回アンギオ研究会セミナー） 

会期：2024 年 10 月 26 日(土) 13：30 ～ 16：45 

会場：石川県立中央病院 大会議室 ハイブリッド開催 

内容：救命に役立つ放射線技術学 

参加者：235 名 

11) 第 11 回 技術セミナー（2024 年度三重県放射線治療研究会） 

会期：2024 年 10 月 26 日（土） 

会場：三重県立総合医療センター 

内容：IGRT の運用と品質管理について．施設見学． 

参加者：61 名 

12) 第 12 回 技術セミナー（第 72 回画像研究会）  

会期：2024 年 11 月 23 日（土） 14：00 ～ 17：05 

会場：金沢大学医薬保健学域保健学類 1 号館 2 階 1220 講義室  

内容：初歩の画像処理，最新画像処理の画質評価 

参加者：30 名 

13) 第 13 回 技術セミナー（CT 研究会定例会【北陸】）  

会期：2024 年 11 月 23 日（土） 14：00 ～ 17：00 

会場：石川県立中央病院 3 階会議室 

内容：CT 検査における被ばくの最適化を考える 

参加者：19 名 

14) 第 14 回 技術セミナー（愛知県放射線治療研究会）  

会期：2024 年 12 月 15 日（日）12：20 ～ 17：10  

会場：Web 開催  

内容：「品質管理」と「患者固定具作成法」 

定員：152 名 

15) 第 15 回 技術セミナー（第 9 回中部核医学セミナー）  

会期：2024 年 12 月 15 日（日） 13：30 ～ 17：00 

会場：Web 開催  

内容：自施設の SPECT・収集処理条件を見直そう  ～心臓編～ 

定員：27 名 

16) 第 16 回 技術セミナー（第 51 回 中部支部放射線防護セミナー） 

会期：2024 年 12 月 15 日(日) 13：30 ～ 
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会場：藤田医科大学 6 号館  

内容：診断領域(一般撮影，CT，IVR)における線量計算 

定員：10 名 

17) 第 17 回 技術セミナー（CT 研究会 東海 CT 関連論文の抄読会）  

会期：2025 年 1 月 16 日(木) 18 時 30 分  

会場：Web 開催 

内容：CT 関連論文の抄読会 

定員：66 名 

18) 第 18 回 技術セミナー 

（2024 年度 JSRT 中部支部放射線治療研究会 Web セミナー  ※7 県合同） 

会期：2025 年 1 月 18 日（土） 13：00 ～ 17：35 

会場：Web 開催 

内容：定位放射線治療 

定員：190 名 

19) 第 19 回 技術セミナー（第 84 回 MR 研究会）  

会期：2025 年 1 月 18 日（土）13：30 ～ 16：30 

会場：名古屋市立大学 桜山キャンパス 医学部研究棟 11 階 A 講義室 

内容：AI 

定員：53 名 

20) 第 20 回 技術セミナー（第 85 回 MR 研究会）  

会期：2025 年 1 月 18 日（土） 14：00 ～16：30 

会場：富山県立中央病院 

内容：骨盤領域の MR 検査 

定員：39 名 

 

9. 刊行物を発刊した． 

1) タイトル：2023 年度 中部支部会誌 Vol.26 

発刊日：2024 年 4 月 16 日 （web 版のみ） 

2) タイトル：支部ニュースレター “ビーム中部 2024 年 第 1 号 CCRT 演題募集号” 

発刊日：2024 年 8 月 16 日 （web 版のみ） 

 

10. 支部ホームページの改修について 

  支部ホームページをセキュリティ対策および新しい支部統一テンプレートに従って更新した． 

 

11. 国際学会発表者支援事業について  

    今年度は該当者なし 

 

12. 支部表彰について 

規程に基づき，功労賞，奨励賞の選考および学術大会にて表彰を行った． 
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功労賞：木戸屋 栄次（福井大学医学部附属病院） 

村中 良之 （福井県立病院） 

能登 公也 （金沢大学附属病院） 

奨励賞：大澤 充晴 （愛知医科大学病院）   

    加藤 裕   （名古屋大学医学部附属病院）  

    木寺 信夫 （名古屋市立大学病院）  

    長宅 祐哉 （藤田医科大学病院）  

    中山 僚  （静岡県立総合病院）     

    平井 健太 （静岡県立総合病院）    

    別所 貴仁 （金沢医科大学病院）   

    溝口 直洋 （福井県立病院） 

    吉田 将人 （市立四日市病院）  
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2024 年度 中部支部収支計算書 

2024 年 3 月 1 日から 2025 年 2 月末日まで 

 



日本放射線技術学会中部支部会誌 vol.27     (2025)                                                  

 

 



日本放射線技術学会中部支部会誌 vol.27     (2025)                                                  

 

 



日本放射線技術学会中部支部会誌 vol.27     (2025)                                                  

 

日本放射線技術学会中部支部 2024年度研究会活動報告 

 

◆放射線防護研究会◆ 

代表世話人       上野 博之    高岡市民病院  （北陸ブロック） 

       伊藤 祐介    大雄会第一病院  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

 臨床業務に有益な医療放射線防護関連の情報提供，放射線管理に必要な線量測定技術の実技指導を行

い，「現場で活（い）きる」知識，技術の向上に貢献する． 

 

2．年度内の活動記録 

 ２０２４年度は放射線計測の基礎を学ぶセミナーを 7月に，線量計の体験セミナーを１２月に行った． 

 

3．最近のトピックス 

 ICRPにおいて次期主勧告へ向けてのタスクグループが設置されはじめ，それに伴う議論が活発に行わ

れてきている．これらの最新の知見について関心が高まっている． 

また JAPAN DRLs2025についての議論が行われており，これに関しても多くの関心が寄せられている． 

 

4．今後の研究会の予定 

 放射線防護を考える上で線量を正しく評価する必要がある．線量評価法には種々あるが，線量計を用

いた実測定が基本である．近年，測定器の技術進歩により廉価で高精度，一度の照射で複数種類の測定

値が得られるものが普及しつつある．本研究会では現在までに様々な線量計の特性や取り扱い・測定値

の意味などを考え，適切な取り扱いと測定法を理解していただくための実習形式のセミナーを実施して

きた．２０２４年度は診断透視や線量測定の基礎に関するセミナーを行った．２０２５年度は放射線防

護の基礎に関するセミナーの企画を検討している．開催時期は関係者と調整しており，決定次第ホーム

ページなどで紹介する． 

 

 

 

 

◆アンギオ研究会◆ 

代表世話人       石崎宗一郎    済生会 富山病院  （北陸ブロック） 

       水井  雅人    大和会 日下病院  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

本研究会は，会員の皆さんと共に学びあえる会を目指しています．IVRを中心に日進月歩の手技から，
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機器の管理・医療被ばくの最適化に必要とされる知識の普及，被ばく低減につながる診療補助が行える

よう，情報発信を行っています．診療放射線技師だからこそできる役割の普及に加え，各研究会とも連

携してより良い医療の提供を目的としています． 

また，本研究会は遠方で参加しにくい方にもご参加いただけるように「会場＋Web.」の同時ハイブリ

ッド開催に加えて，オンデマンド配信を行っております． 

                                                                                      

2．年度内の活動記録 

２０２４[令和 6]年度は「会場＋オンラインの Hybrid研究会」を２回開催しました．  

  

第１回は２０２４年５月に 『〝脳血管内治療の神髄〟に迫る！』をテーマに名古屋で開催しました．

ビギナーからベテランを問わず皆様にお楽しみいただけた企画となり，参加者からの質問も多くすべて

のプログラムにおいて有意義な会となりました．特別講演に『 "脳血管を極める : Micro-

neuroangiography の世界"』と題して，亀田総合病院脳神経センター脳神経外科・脳血管内治科統括主

任部長の田中美千裕先生にご講演戴きました．発生学や解剖学に基づく脳血管内治療に必要な知識や，

診療放射線技師である私たちのサポートが非常に重要で欠かせない点を熱く語って戴きました． (３０

１名参加)  

  

第２回は２０２４年１０月に 『〝救命〟に役立つ放射線技術学』 を金沢で開催しました．技術講演

と教育講演に於いて「日常の救急業務に必要な知識や着目点，IVR に繋げるための支援技術」を３名の

講師から丁寧にお話し戴きました．特別講演は 「先手を打て！IVRの匂いがする ～身体所見や STAT画

像の活用～」と題して，日赤愛知医療センター名古屋第二病院 大保勇先生にご講演戴きました． 一方

通行の講演ではなく，症例を提示しながら Q&A〝聴講者参加型〟のスタイルでお話し・解説を戴きまし

た． 閉会後のアンケートからも「実践的で非常に勉強になった」や「セミナーを通して一工夫・二工

夫が救急医療に役立つことが分かりました」と言った感想が寄せられました．（２３５名参加） 

 

3．最近のトピックス 

IVR の領域は診療科を問わず，待機的症例から救急例まで非常に幅広く柔軟に対応するスキルが求め

られます．これまでの撮影技術・画像支援に加え，最近はタスクシフト・シェアの動向から「清潔操作

や多職種連携」も必須となっています．加えて診療用放射線の安全利用に関する管理や最適化，職員の

被ばく低減に携わることも重要な任務です．これらの最新トピックスや先進ご施設さんの情報を皆様と

共有できる機会を，今後も創造して参ります． 

 

4．今後の研究会開催予定 

今年度も２回の開催を予定しています．第１回は「〝食わず嫌い〟の不整脈を克服したい！」と題して

セミナーを計画中です．「なんだか難しそう」「不整脈治療って！？」と感じる皆さんに突破口となる企

画を練っておりますのでご期待ください．詳細がまとまりましたら，中部支部ホームページ，またはメ

ールマガジン等でご案内致します．この他にも年始を目途に臨床に役立つ企画を「みなさまからのアン

ケート結果」を基に企画いたしますのでご期待ください．日本放射線技術学会中部支部 アンギオ研究

会では，皆様のご参加を心より歓迎いたします．ぜひご活用ください． 
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◆放射線治療研究会◆ 

代表世話人       小島 礼慎    金沢大学附属病院   （北陸ブロック） 

       青山 貴洋    愛知県がんセンター  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

・ 中部地区の各県・各地域において研究会を対面開催することで，会員相互の交流を深め，地

域連携の活性化を促すとともに，放射線治療技術等の向上や医療格差の均てん化を図る 

・ 時代のニーズや環境に合わせて研究会を WEB 開催することで，移動に時間やお金がかかる遠

方の会員，出産・育児や病気等で現地に足を運ぶことが困難な会員にとっても有意義な情報

や知見が手に入る研究会を目指す 

・ 放射線治療の最新機器・最新情報の提供をはじめ，品質管理・品質保証，照射技術，他職種

や他モダリティの内容を積極的に取り入れた横断的な研究会テーマ・プログラムを企画する 

 

2．年度内の活動記録 

・ ２０２４年１０月 令和６年度 三重県放射線治療研究会 ６１名 

・ ２０２４年１２月 令和６年度 愛知県放射線治療研究会 １５２名 

・ ２０２５年１月   令和６年度 JSRT中部支部放射線治療研究会 Webセミナー １９０名 

 

参加者の皆様には企画・テーマや研究会への満足度，今後の研究会に関するアンケートへの回答にご

協力を賜りました．アンケート結果は今後の運営やテーマの選定に反映できるよう努めて参ります．ご

講演いただいた講師の方々，ご参加いただいた皆様には，この場を借りて深く御礼を申し上げます． 

 

3．最近のトピックス 

２０２４年３月に，[医療用リニアック装置によって校正された放射線治療用線量計による水吸収線

量の標準計測法（リニアック標準計測法 24）]が発刊された． 

医療用リニアック装置を用いて校正された放射線治療用線量計による水吸収線量計測の不確かさは，

従来の標準計測法 12で想定される不確かさよりも改善される．そのため，AAPM Report No. 85で掲げ

られている「基準条件における水吸収線量計測の不確かさを相対標準不確かさで 1%以下に抑えること」

を達成するための一助となる． 

この線量計測プロトコルは現行の IAEA TRS-398および標準計測法 12に準拠しており，60Coガンマ線

源を用いた校正サービスと医療用リニアック装置を用いた校正サービスを相補的に運用することで，国

内の放射線治療用線量計の校正サービスの冗長性を高めることも目的としている．将来的には，医療用

リニアック装置を用いた校正サービスが JCSS 校正事業者によって広く提供されるようになると推察す

る． 

 

4．今後の研究会の予定 

・ ２０２５/３/２２予定 令和６年度 JSRT中部支部放射線治療研究会 Webセミナー（Web） 

・ 開催日未定 三重県放射線治療研究会（対面） 
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・ 開催日未定 北陸放射線治療研究会（対面） 

・ ２０２５年１２月 令和７年度 愛知県放射線治療研究会（Zoom） 

・ ２０２６年１月   令和７年度 JSRT中部支部放射線治療研究会 Webセミナー（Zoom） 

 

 

 

 

◆超音波画像研究会◆ 

代表世話人       山村 博     金 沢 医 科 大 学 病 院  （北陸ブロック） 

       安本 浩二    三重県立総合医療センター  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

初心者，これから始める方向けの実技指導，初級者向けの講義講習会，初級者向けのレベルアップ講

習会など超音波検査に関する基礎知識および撮像技術を習得すること． 

 

2．年度内の活動記録 

要望が多いハンズオンセミナーを９月２１日に金沢医科大学病院で開催しました．対象は超音波検査

初心者やこれから始める方を中心とした実臨床ハンズオン形式で開催，内容は要望が多い腹部領域コー

スにしました．コロナ過の中では他の研究会も超音波ハンズオンは開催しておらず参加者からは今後も

開催してほしいとの声が上がっていました．今回はハンズオンも含めた講義形式のセミナーも同時開催

しました． 

 

3．最近のトピックス 

①AIによる影の自動検出技術 

超音波検査では，骨などの構造物による音響陰影が画像の質を低下させ，診断の精度に影響を与えるこ

とがあります．国立がん研究センターなどの研究グループは，ディープラーニングを活用し，ラベルな

しデータで学習することで，影を高精度に自動検出する技術を開発しました．これにより，再検査の指

示や異常検知性能の向上が期待されます．  

②AI搭載の携帯型超音波機器による COVID-19肺炎診断 

順天堂大学の研究グループは，人工知能を搭載した携帯型超音波機器を用いて，新型コロナウイルス感

染症による肺炎の診断を行いました．その結果，CT 検査と比較して高い診断精度（感度 92.3%，特異度

100%）を示し，専門外の医師でも高精度な診断が可能であることが確認されました． 

 

4．今後の研究会の予定 

２０２５年度超音波画像研究会 実技講習会 

内容：初心者技術講習会・腹部領域コース 

日時：２０２５年９月６日（土） 

会場：金沢医科大学病院 橘ホール室 
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◆医療情報システム研究会◆ 

代表世話人       法橋  一生    静岡県立病院機構本部  （東海ブロック） 

       大谷 友梨子    藤田医科大学病院     （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

医療情報は単なる“IT機器とデータの管理”だけでなく，医療情報システムで理想的なワークフロー

を実現する，業務の基盤を構築・管理する領域です．これまで RIS/PACSを中心に業務の効率化と安全性

の向上が進み，その範囲は地域連携，線量管理まで広がりました．医療情報領域全体ではビッグデータ

を利用した臨床研究，業務分析，経営分析なども盛んです．さらに情報を扱うための個人情報保護など

の理解を深めることも大切です．業務の根幹であるがゆえに災害やサイバー攻撃等の BCPでも重要な役

割を求められます．このように医療情報の学術領域は幅広く，工学などの自然科学だけでなく社会科学

も含みます． 

当会では，入門者から実務に深く関わる方を対象としたセミナーを企画し，有益な情報を発信してい

ます． 

 

2．年度内の活動記録 

２０２４年度の研究会活動は行われませんでした． 

 

3．最近のトピックス 

昨年度に引き続きサイバー攻撃への対策，特に画像系システムや医療機器を介したサイバー攻撃への

対策が必要です．医用画像の領域は医療機器を中心にウイルス対策が困難で，リモート回線が接続され

ており，学術用の画像の入出力が頻回に行われるなど，医療施設では最もリスクの高い環境と運用とな

っています．これまでのセキュリティ対策の考え方の根本的な見直しが求められています． 

DX（Digital Transformation）と呼ばれる IT による変革について，２０２３年３月に内閣官房医療

DX推進本部から骨子案が報告されました．医用画像領域は医療の IT化の先駆けであり，今後の医療 DX

による変革の動向が注目されます． 

 

4．今後の研究会の予定 

昨年度開催されなかったサイバー攻撃対策や BCPなど，トレンドに合わせた研究会開催を予定してい

ます．内容についてはあらためてお知らせします． 

 

 

 

◆画像研究会◆ 

代表世話人       東 出  了    鈴 鹿 医 療 科 学 大 学  （東海ブロック） 

       市川 勝弘    金沢大学医薬保健研究域  （北陸ブロック） 
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1．研究会の活動方針・活動目的 

・ 医用画像に関わる放射線技術学の基礎や応用の研究，および勉強会の開催． 

・ これらの，臨床現場へのフィードバック． 

・ 学問の進歩・普及に貢献し，学術の発展に寄与する． 

 

2．年度内の活動記録 

・ 令和６年度の研究会は，名古屋と金沢にて対面開催で実施した． 

①  第７１回 画像研究会 ２０２４年９月２８日（土） １４：００～１７：００ 

会場： 名古屋市立大学病院 中央診療棟３階 大ホール 

「初歩の画像処理 ～ノイズ低減，散乱線低減処理の基礎と実際の運用，AI 画像処理の評

価～」 

参加者数 ４４名 

②  第７２回 画像研究会 ２０２４年１１月２３日（土） １４：００～１７：００ 

会場： 金沢大学医薬保健学域保健学類 １号館２階１２２０講義室 

「初歩の画像処理 ～ノイズ低減，散乱線低減処理の基礎と実際の運用，AI 画像処理の評

価～」 

参加者数 ３０名 

・ 世話人会を Webにて開催 ２０２５年 ２月４日（木） １８：３０～２０：００ 

 

3．最近のトピックス 

DR システムにおける画像処理技術は進歩し，画質の向上や改善に大きく寄与している．近年では，

Artificial Intelligence (AI)技術を用いた画像処理も登場しており，非常に複雑化された画像処理の

挙動を理解することは難しい．しかし，画像処理パラメータを最適化する上で，画像処理の挙動を理解

することが必要となる． 

臨床画像の画質を見極めることが重要であり，正確な評価をすることが大切である．最近では，DRシ

ステムの処理後画像に対しても解像特性の評価に Task Transfer Function （TTF）が用いられるが，一

部の研究者しか取り組むことができていない状況である．このため，令和 7年度の画像研究会では，DR

における臨床画像の画質を見極めるための第 1弾として TTF評価を習得するための研究会を企画してい

る． 

 

4．今後の研究会の予定 

・ 第７３回 画像研究会    

２０２５年１０月４日（土） 対面開催  １４：００～１７：００（予定） 

会場： 名古屋市立大学病院 

「DRの実臨床画像の画質を見極める  Season 1 『TTFを習得する！』」 

・ 第７３回 画像研究会 

２０２５年１１月８日（土） 対面開催  １４：００～１７：００（予定） 

会場： 金沢大学医薬保健学域保健学類 

「DRの実臨床画像の画質を見極める  Season 1 『TTFを習得する！』」 
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◆MR 研究会◆ 

代表世話人       村中 良之    福 井 県 立 病 院  （北陸ブロック） 

       梶田 公博    岐阜大学医学部附属病院  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

・ MRに関する基礎知識および撮像技術を習得すること 

・ 装置，検査方法に関する最新情報の収集と，その情報を会員に提供すること 

・ MR検査に携わる者に，情報・意見交換の場を提供すること 

・ MRに関する安全情報を提供すること 

 

2．年度内の活動記録 

第８３回ＭＲ研究会（北陸ブロック）を８月３日に石川県立中央病院にて開催し，「Deep Learning Reco

の使いどころ」をテーマに，メーカー講演，ユーザーからは DLR の使用経験を話していただきました．

第８４回ＭＲ研究会（東海ブロック）を１月１８日に名古屋市立大学 桜山キャンパスにて開催，技術

講演では「AI」，特別講演では「救急から学ぶ AI」をテーマに行いました．また Spotlight セッション

では中部地区から全国に発信された各種演題をご解説していただきました．同日に第８５回ＭＲ研究会

（北陸ブロック）を富山県立中央病院にて開催しました．テーマは「骨盤領域の MR検査」とし，技師講

演また，特別講演を「産婦人科領域の画像診断」富山大学附属病院 放射線診断科 准教授 木戸晶先

生に行っていただきました．その他，中部支部若手育成セミナー応募者 2 名の研究支援を行いました． 

 

3．最近のトピックス 

MRのトピックスとしては，高速撮像化とディープラーニングによるノイズ除去画像再構成を使い，よ

り高速化に向かっている． 

 

4．今後の研究会の予定 

・ 第８６回ＭＲ研究会  ８月頃（北陸 金沢市） 

・ 第８７回ＭＲ研究会  ２０２６年１月頃（北陸 金沢市） 

・ 第８８回ＭＲ研究会  ２０２６年１月頃（東海 名古屋市） 

 

 

 

 

◆CT 研究会◆ 

代表世話人       永澤 直樹    鈴鹿医療科学大学  （東海ブロック） 

       高田 忠徳    金沢大学附属病院  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 
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CT研究会では多くの会員が容易に参加できるように東海ブロック，北陸ブロックと地域ごとに活動し

ています．もちろん，会員はブロック関係なく参加可能です． 

東海ブロックでは４月の総会学術大会の CT 部門の研究発表で興味深い演題の演者をお呼びし，発表

内容をじっくり解説いただく企画として「CT研究の最前線報告会」を開催しています．また，夏には「CT

ビギナーズセミナー」，冬には「CT関連論文の抄読会」も開催しています． 

北陸ブロックでは「定例研究会」の他，２０２２年より日本 CT 技術学会と合同企画「CT technical 

boot camp」を開催しております． 

中部支部の CT研究会が開催する企画は，X線 CT認定技師，肺がん CT検診認定技師，（救急撮影認定

技師のポイント）も付きます．CT研究会では会員の皆さんの研究への参加，研究発表，論文執筆のお助

け研究会です．企画の希望など大歓迎です．よろしくお願いします． 

 

2．年度内の活動記録 

東海ブロックでは Web開催で，「CT研究の最前線報告会」，「CTビギナーズセミナー」，「CT関連論文の

抄読会」を開催しました． 

「CT研究の最前線報告会」は 7月に行われ，CyPos受賞演者を中心に５名の演者をお招きし，受賞演

題/発表演題をじっくり解説いただきました． 

「CTビギナーズセミナー」は中部支部主催のブルードルフィンズセミナーとの共催として鈴鹿医療科

学大学での対面開催でハンズオンセミナーを行いました．内容は視覚評価と物理評価の座学のあと

CTmeasureを用いて MTFや NPS，SDの評価を参加者持参の PCで実習しました． 

「CT関連論文の抄読会」は 1月に行われ，RSNAの CT関連セッションレポート，論文の読み方を題と

したショートレクチャー，論文の抄読として Dual EnergyCTの画質評価，心筋遅延造影における ECVの

算出について学びました． 

北陸ブロックでは２０２４年９月８日に「CT technical boot camp 2024」を開催し，Dual energy CT

に対しハンズオンを通しての基礎理解ならびに臨床応用を学びました． 

また，前年度開催を延期した「定例研究会」を２０２４年１１月２３日に対面にて開催しました．「CT

検査における被ばくの最適化」をテーマとして，まずは Case Overviewにおいて北陸の２施設における

取り組みを紹介いただき，Educational Sessionでは金沢大学医薬保健研究域の松原孝祐先生に画質と

被ばくの最適化に向けた考え方について，Keynote Lectureでは山形県立中央病院放射線部 今野雅彦

先生に線量管理ソフトウェアによる CT 検査を中心とした線量管理の現状についてご講演いただきまし

た． 

 

3．最近のトピックス 

CTは診療放射線技師の業務の中でも多くの会員が携わっているモダリティであります．技術学会中部

支部でも CT関連の研究会を多く開催して多くの会員の参加をお待ちしています． 

最近の CT分野の注目は Dual Energy CTや Photon counting CT等の X線エネルギーを利用したもの，

再構成法に AI技術を利用した Deep Learning (Image) Reconstruction等があります．CT研究の幅は拡

大を続けているのが現状です．日常で役に立つ撮影技術も開発も多く発表されています． 

２０２１年度からは中部支部企画である若手研究者の育成セミナーのサポートを行い，CTをテーマと

した若手研究者の研究を支援しました．直近では指導論文が Radiographyにアクセプトされました． 



日本放射線技術学会中部支部会誌 vol.27     (2025)                                                  

 

4．今後の研究会の予定 

東海ブロックでは「CT研究の最前線報告会」のほかに，「ビギナーズセミナー」や「CT関連論文の抄

読会」を開催します． 

北陸ブロックでは恒例の「定例研究会」ならびに２０２５年９月６日・７日に「CT technical boot 

camp 2025」を開催いたしますので，是非ご参加ください． 

また，中部支部企画である若手研究者の育成セミナーのサポートも引き続き行っていきます．ぜひ一

緒に研究しましょう． 

 

 

 

 

◆乳房画像研究会◆ 

代表世話人       西出 裕子    岐阜医療科学大学  （東海ブロック） 

       餅谷 裕子    金沢大学附属病院  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

乳房の画像診断に関わるモダリティにおいて，最新の話題や会員が関心を持っている内容について

取り上げ，講演や会員発表などを行います． 

 

2．年度内の活動記録 

２０２４年度は，第５９回研究会を対面で開催しました．活動の記録は，中部支部事業報告をご参照

ください． 

 

3．最近のトピックス 

DRLｓ2020から５年経過したことから，マンモグラフィの DRLについても改訂作業が行われた．今回

は，全国から２０２３年度中に実施された各施設の連続５０症例の中央値を統合アンケート形式にて収

集し，臨床データに基づく 2D マンモグラフィ平均乳腺線量および DBT(デジタルブレストトモシンセシ

ス)の平均乳腺線量から，臨床における 2Dと DBTの DRLが決定された．さらに，２０１５年から使用し

ている，NPO法人日本乳がん検診精度管理中央機構の施設画像評価における２０１９～２０２４の PMMA 

40 mm の平均乳腺線量のデータから，DRLが決定された． 

 

4．今後の研究会の予定 

・ 第６０回乳房画像研究会  

日時：９月頃 

開催場所：名古屋市内 

・ 第６１回乳房画像研究会  

日時：１２月頃 (予定) 

開催場所：未定 
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◆核医学研究会◆ 

代表世話人       市川 肇     豊 橋 市 民 病 院  （東海ブロック） 

       澁谷 孝行    金沢大学医薬保健研究域  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

中部支部核医学研究会は地域に密着して多様化したニーズに対応した活動を目指しております．核医

学部会と連携して核医学技術のボトムアップおよび地域のリーダーの育成を目的としております． 

 

2．年度内の活動記録 

・２０２４年７月２８日（日） 第８回中部核医学セミナー＠岐阜（じゅうろくプラザ） 

テーマ: 初めての統計学 -基礎から統計ソフトの使用方法まで- 

・２０２４年１２月１５日（土） 第９回中部核医学セミナー@Web 

テーマ: 自施設の SPECT・収集処理条件の理解を深めよう～心臓編～ 

・２０２５年３月４日（火） 第１０回中部核医学セミナー@Web 

テーマ: 中部核医学オンラインジャーナル cafe 2025 

 

3．最近のトピックス 

今年度は，放射性医薬品投与（核医学）における医療被ばくを評価するデータを電子的に記録するた

めのガイドライン，フルシクロビン診療ガイドライン 2024，ATTR 心アミロイドーシス核医学画像診断

ワーキンググループ報告，ICRP Publication 140 放射性医薬品治療における放射線防護（邦訳版）が

公開されました． 

 

4．今後の研究会の予定 

・２０２５年７月２０日（日） 第１１回中部核医学セミナー＠愛知（ウィンクあいち） 

 テーマ： 魅せる！解析データを伝えるグラフ作成のいろは 

 受付期間 ２０２５年４月１０日～７月６日 

・２０２５年１２月頃 第１２回中部核医学セミナー＠Web 

 テーマ: 核医学治療 

・２０２６年１月頃 第１３回中部核医学セミナー＠Web 

 テーマ: 中部核医学オンラインジャーナル cafe 2026 
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2025 年度 中部支部事業計画 

1. 第 59 回日本放射線技術学会中部支部学術大会（第 17 回中部放射線医療技術学術大会）を開催す

る． 

会期：2025 年 11 月 15 日（土），11 月 16 日（日） 

会場：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス（鈴鹿市） 

 

2. 2025 年度第 1 回支部学術セミナーを開催する． 

会期：2025 年 6 月 7 日（土）   

会場：富山県 ハイブリッド開催   

 

3. 2025 年度第 2 回支部学術セミナーを開催する． 

会期：2026 年 1 月 10 日（土）   

会場：岐阜県 ハイブリッド開催   

 

4. 2025 年度 CT technical boot camp を開催する．（日本 CT 技術学会共催）   

会期：2025 年 9 月 6 日（土），7 日（日）   

会場：金大病院 CPD センター（予定）  

 

5. 2025 年度 BLUE-DOLPHINS セミナーを開催する．   

会期：2025 年 7 月（未定） 

会場：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス（鈴鹿市） 

 

6. 2025 年度若手放射線技師のための研究サポートセミナーを開催する．   

会期：2025 年 5 月 15 日（木），5 月 22 日（木） 

会場：Web 開催 

定員：20 名  

 

7. 2025 年度若手および学生向けセミナーを開催する．  

会期：2025 年 7 月，11 月（予定）   

会場：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス（予定）  

定員：200 名 

 

8. 本部共催事業を開催する．   

（1）PACS Specialist セミナー（教育委員会，医療情報部会共催） 

会期：2025 年 12 月 13 日（土） 

会場：未定 

内容： 詳細は，教育委員会，医療情報部会事業計画による． 

（2）第 12 回臨床画像評価セミナー（教育委員会，画像部会共催） 
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会期：2025 年 12 月 21 日（日） 

会場：名古屋市立大学病院（予定） 

内容： 詳細は，教育委員会，画像部会事業計画による． 

（3）CT 応用セミナー（教育委員会，撮影部会共催） 

会期：2025 年 9 月 20 日（土），21（日） 

会場：ＪＰタワー名古屋 5 階 ミッドタウンクリニック名駅 会議室 

内容： 詳細は，教育委員会，撮影部会事業計画による． 

（4）JJ 合同市民公開講座（教育委員会，広報渉外委員会共催） 

会期：2025 年 9 月 28 日（日） 

会場：名古屋市立大学病院 病院大ホール 

 

9. 支部技術セミナーの開催（年 20 回程度開催予定） 

CT 研究会，MR 研究会，画像研究会，医療情報システム研究会，乳房画像研究会，   

放射線防護研究会，放射線治療研究会，アンギオ研究会，超音波画像研究会，核医学研究会，   

データサイエンス研究会，全 11 研究会による開催．   

 

10. 刊行物の発刊   

（1）タイトル：中部支部誌 Vol.27 

発刊日：2025 年 4 月  

（2）タイトル：支部ニュースレター“ビーム中部 2025 年第 1 号，CCRT 演題募集号”   

発刊日：2025 年 6 月   

（3）タイトル：支部ニュースレター“ビーム中部 2025 年第 2 号，CCRT プログラム号”   

発刊日：2025 年 10 月   

 

11. 支部表彰について   

規程に基づき，功労賞，奨励賞， CCRT 大会賞，優秀指導者賞の選考および学術大会にて表彰を

行う．   

 

12. 国際学会発表者支援事業について   

国際学会発表者に対し，規程に基づき助成金を交付する． 
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2025 年度 中部支部収支予算書 

2025 年 3 月 1 日から 2026 年 2 月末日まで 
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2025 年度中部支部役員名簿 

 

支部長 大橋 一也  （名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院） 

副支部長 高田 忠徳  （金沢大学附属病院） 

  永澤 直樹  （鈴鹿医療科学大学） 

支部監事 松浦 幸広  （金沢大学附属病院） 

  國友 博史  （藤田医科大学） 
  

理 事 

・庶務 加藤 勝也  （名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院） 

・庶務 山田 薫   （聖隷浜松病院） 

・庶務 三井 渉   （金沢大学附属病院） 

・財務 小林 謙一  （藤田医科大学病院） 

・財務 嶋田 真人  （福井大学医学部附属病院） 

・財務 高木 雅悠  （藤田医科大学病院） 

・愛知県 西本 卓矢  （名古屋大学医学部附属病院） 

・岐阜県 谷口 拓矢  （朝日大学病院） 

・三重県 山﨑 暁夫  （三重大学医学部附属病院） 

・静岡県 野村 孝之  （浜松医科大学医学部附属病院） 

・福井県 立石 敏樹  （福井大学医学部附属病院） 

・石川県 三浦 淳也  （石川県立中央病院） 

・富山県 白崎 展行  （富山大学附属病院） 
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2025 年度中部支部研究会世話人名簿 

 

研究会代表世話人（下段は副代表世話人） 

CT 研究会 永澤 直樹  （鈴鹿医療科学大学） 

  三井 渉    （金沢大学附属病院） 

MR 研究会 林 弘之    （金沢大学附属病院） 

  高瀬  伸一  （三重大学医学部附属病院） 

医療情報システム研究会 法橋 一生  （静岡県立病院機構本部） 

  大谷 友梨子 （藤田医科大学病院） 

画像研究会 東出 了   （鈴鹿医療科学大学） 

  市川 勝弘  （金沢大学） 

放射線治療研究会 小島 礼慎  （金沢大学附属病院） 

  青山  貴洋  （愛知県がんセンター） 

乳房画像研究会 西出 裕子  （岐阜医療科学大学） 

  餅谷 裕子  （金沢大学附属病院） 

放射線防護研究会 上野 博之  （高岡市民病院 ） 

  伊藤 祐介  （大雄会第一病院 ） 

アンギオ研究会 石崎 宗一郎 （富山県済生会富山病院） 

  水井 雅人  （日下病院） 

超音波画像研究会 山村 博    （金沢医科大学病院） 
 

安本 浩二  （三重県立総合医療センター） 

核医学研究会 澁谷 孝行  （金沢大学） 

 市川 肇   （新潟医療福祉大学） 

データサイエンス研究会 辻本 正和  （藤田医科大学） 

  

サーバの管理 高田 忠徳   （金沢大学附属病院） 

事務局 高木 雅悠  （藤田医科大学病院） 

 財務委員補佐 木戸屋 栄次 （福井大学医学部附属病院） 
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2024 年度中部支部会員動向 

●2024年度 月別会員数推移 
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2024 年度学会表彰者 

中部支部で以下の方々が表彰されました． 

おめでとうございます． 

 

2024 年度本部表彰者 

学術賞 原 武史             岐阜大学 

 國友 博史         藤田医科大学 

                           藪谷 俊峰        藤田医科大学病院 

 

論文支援功労賞                   竹井 泰孝        川崎医療福祉大学 

 

研究奨励賞・技術奨励賞 

画像分野 篠原 範充               岐阜医療科学大学 

核医学分野 橋本 二三生       浜松ホトニクス株式会社 

 

研究奨励賞・技術新人賞 

撮影分野（ＣＴ） 大谷 昂           福井大学医学部附属病院 

撮影分野（ＭＲ） 牧野 有希               金沢大学附属病院 

 

2024 年度中部支部表彰者 

功労賞 木戸屋 栄治     福井大学医学部附属病院 

 村中 良之               福井県立病院 

 能登 公也            金沢大学附属病院 

 

奨励賞 平井 健太            静岡県立総合病院 

 大澤 充晴            愛知医科大学病院 

 溝口 直洋                福井県立病院 

 中山 僚            静岡県立総合病院 

 木寺 信夫          名古屋市立大学病院 

 吉田 将人              市立四日市病院 

 加藤 裕      名古屋大学医学部附属病院 

 長宅 祐哉            藤田医科大学病院 

 別所 貴仁            金沢医科大学病院 
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